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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文では、現代マクロ経済学において今や標準的な分析ツールとなった動学的確率的
一般均衡モデル（DSGEモデル）に関して、新しい推定手法の開発と日米経済を対象とした応
用研究が行われている。具体的には、第１章でDSGEモデルに基づく実証分析のこれまでの発
展を概観した後、第２章では、シミュレーション・スムーザーを援用した複合MCMC法を用いて
観測誤差のあるDSGEモデルの推定を行い、その推定結果が観測誤差を無視した従来の推
定結果と大きく異なることが明らかにされている。さらに、ベイズファクターでモデル比較を行っ
た結果、観測誤差のあるモデルが強く選択されることも示されている。第３章では、内生変数と
データを１対多数で対応させるデータリッチ推定法を用いると、内生変数とデータを１対１で対
応させる従来の手法と比べ、産出量ギャップのような内生変数や、生産性ショックのような構造
ショックの推定精度が高まることが示されている。第４章では、銀行・企業部門の金融取引に摩
擦を導入したDSGEモデルを構築し、米国の金融危機以降の不況（所謂グレートリセッション）
の要因分析が行われている。それによると、グレートリセッションの引き金となったのは銀行部
門の自己資本の毀損であり、これが負債比率を高め、企業の借入金利を高め、投資が落ち込
むというプロセスを経て実体経済が悪化した。また、不況期の二度の金融緩和とTARPと呼ば
れる銀行部門への公的資金注入が景気回復に貢献したことも明らかにされている。第５章で
は、労働者の市場支配力を背景とした失業をDSGEモデルに導入し、日本の財政支出が失業
に与える効果の定量分析が行われている。それによれば、政府支出は伝統的な総需要創出
効果を通じて失業を減少させる効果を持つ。最後に第６章において結論と残された課題が述
べられ、本論文は終わる。 
本論文の中心を成す第２章から第５章の論考のうち、最初の２章は査読付学術誌に公刊さ
れた論文に基づいており、既に高い評価を得ている。また、残りの２章もテーマは興味深く分
析も精緻であり、査読付学術誌に十分公刊な内容を含んでいる。これらの章の元となった研究
がいずれも共著論文という憾みはあるものの、各章の最初の節を読む限り、申請者はいずれの
研究においても十分な貢献を果たしており、学位（経済学）を授与するに相応しいと判断した。 
